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日本 SPF 豚 協会の SPF 豚 農場認定規則では ，臨 2) 調査農場 

床 観察記録の一項目として ，哺育期からと 畜場 出 北海道内の 8 養豚場において ，平成 9 年 12 月 か 

荷 までの各豚舎で 咳 ・くしゃみ回数を 計測するこ ら平成 11 年 11 月 まで，延べ 165 回の計測を実施し 

とになっている。 しかしながら ，養豚場の清浄 度 た 。 そして，発育ステージおよび 呼吸器感染症 病 

評価法としての 意義や農場認定における 位置づけ 原の浸潤状況によって 咳 ・くしゃみ回数が 増減す 

は 示されていない。 さらに，豚舎内の 様々な騒音 るかどうか検討した。 なお，発育ステー ジは 豚舎 

の中で ，咳 とくしゃみの 音を 15 分間にわたって 聴 に ulm 容 されている豚の 体重や月齢をもとに 離乳， 

取するのは忍耐のいる 作業であ る。 こうしたこと 肥育前期，肥育後期の 3 水準に区分した。 また， 

から実際にどれほどの 農場で正しく 計測がされて 呼吸器感染症病原の 浸潤状況は，農場内に 浸潤し 

いるのか，疑問に 居、 うことがあ る。 ている病原数から ，陰性， 低 汚染， 高 汚染の 3 大 

著者らは，平成 9 年度から 3 年間，「養豚場にお 準に区分した ( 表 1) 。 このうち陰性に 分類した 

ける簡易ヘルスチェックシステム」という 研究 課 2 農場は，いずれも 日本 SPF 豚 協会の認定農場で 

題 に取り組み ，咳 とくしやみの 回数が豚の呼吸器 あ り，他はコンベンショナル 豚 農場であ る。 

感染症のモニタリンバ 法 として利用可能であ るこ 

とを示した。 ここに，その 成績の一部を 紹介し 表 @  調査農場の呼吸器感染症病原の 浸潤状況と分類 

SPF 豚 農場における 咳 ・くしゃみ回数測定の 意義 

ほ ついて提起したい。 

調査方法 

1) くしやみ回数の 計 洩 僻 ま 

計測する時間帯は ，管理作業が 一段落した 11 時 

から 16 時の間で農場ごとに 固定し 10 分間に聴取 

された 咳 ・くしゃみの 総数をそれぞれ 記録した。 

そして，豚舎内の 在庫頭数から 100 頭・ W0 分あ た PM ㍉     豚 繁殖呼吸障害症候群 ゥ                         マイコ 
りの回数を算出した。 統計処理に際しては ，値を プラズマ・ハイオニューモニ ェ ， App : アクチノバチル 

平方根変換した。 したがって図表は ， ・原則として ， 
ス・プル ロ ニューモニエ ， Pm+. : 毒素産生，性パス ッ レラ 

  マルト シダ ， Pm- : 毒素非産生性パス ツ レラ・マルト 
平方根変換した 値で示した。 、 ンダ， Bh : ボルデテラ・ブロン キセ プチカ， Hps : ヘモ 

フィルス・パラスイス 
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陰性農場でもあ る程度認められた。 しかし 低 汚 

染および 高 汚染農場との 比較では，いずれよりも 

有意に低かった。 なお， くしゃみ回数は ，離乳期 

に多く，発育とともに 減少した。 その理由として ， 

豚舎内環境や 飼料形態の影響とともに ，各種病原 

への初感染時期が 離乳期に多いことが 想定される。 

以上のように ，呼吸器感染症の 病原が ( 検査し 

た病原の範囲で ) 陰性であ る農場では， 咳 ・くし 

モ 陰性舟底汚染 %  高汚染 
図 @  病原浸潤と発育ステージに よ る 咳 回数の変化 

鰻 c 異文字間，林間に 有意差けく 0 ． 01) 

調査結果 

1) 咳 回数 

図 1 は 咳 回数の結果であ る。 図に示した よ うに， 

陰性農場ではどの 発育ステージにおいても 咳 回数 

やみは，ほとんどないか 非常に少ないと 言える。 

日本 SPF 豚 協会のへルスチェック 基準は， SPF 豚 

生産方式が生産性の 改善を第一の 目標として成立 

してきたことから ，その目標を 達成することので 

きる水準として 設定されている。 そのため，オー 

エスキー病を 除けば，指定疾病について 病原レベ 

ルでの清浄性を 求める基準にはなっていない。 で 

あ るならば，認定農場であ っても，非指定疾病を 

は 極めて少ない ( 基本的に咳はしない ) 。 一方，呼 

吸器感染症病原の 浸潤農場では ， 咳 回数は有意に 

増加し特に高汚染農場の 肥育後期で顕著であ っ 

た。 この増加は，一般養豚場の 実態を よ く反映し 

ているといえる。 

2) くしゃみ回数 

表 2 はくしゃみ回数の 結果であ る。 くしゃみは， 

含む いくっ かの呼吸器感染症の 病原が浸潤してい 

る事例は当然あ るであ ろう。 その ょう な農場では， 

咳 ・くしゃみ回数の 増加が認められるのではない 

だろうか。 

最後に，今回の 調査データをもとに ，農場の区 

分を陰性農場と 低汚染と高汚染をあ わせた陽性農 

場の 2 区分に減らして ，それぞれの 咳 ・くしゃみ 

表 2  病原浸潤 度 ・発育ステージ 別のくしゃみ 回数 

病原浸潤 度 発育ステージ 

平均値 l@  S.E.2) 平均値 S.E   性 陰 1.39A 0.29 離 乳 3.50A 0.15 

低 汚染 3.55B 0.13 肥育前期 2.63% 0.22 

高 汚染 3.231a 0.13  l 肥育後期 2.04Bb 0 ． 16 

n 回数 /100 頭 /10 分の平方根， 2) 平均値の標準誤差 
旭 ・， b 異文字間に有意差 ( 大文字 P く O.01, 小文字 戸く 0 ． 05) 

AllAboutSwinp No. 19 2 ㏄ 1 一 10  一 

日本SPF豚研究会 All About Swine, 19, 9-11 (2001)



呼吸器感染症の 浸潤 と咳 ・くしやみ回数 
- … 一 … m"""- … 一 … -""""- … 一 … 一 """"- … 一 … - … - … 一 … -"""""" … 一 … " 一 … 一 … -"""- … 一 … - … 一 …一一 

表 3  弦，くしやみ 回数の目安 

離乳 肥育前期 肥育後期 

咳 陽性 上限 12.3  15.5 32.4 

農場 平均 3.2 6.4 13.7 

下限 0 ． 0 l.2 2.9 

陰性 上限 1.2 O.0 0 ． l 

農場 平均 0 ． 3 0 ． 0 0 ・ O 

下限 0 ・ 0 0 ・ O 0 ． 0 

くしやみ 陽性 上限 28.7  20 ・ 9 13.2 

農場 平均 17.6 10.4 7.5 

下限 9.2 3.5 3.4 

陰性 上限 11.0 2.7 2.l 

農場 平均 4.2 l.9 O.6 

下限 0 ・ 6 l.3 O.0 

8 農場の調査データをもとに 算出 

数値は回数Ⅰ 100 頭Ⅰ 10 分間 

回数の目安を 表 3 に示した。 表 3 の値は，平方根 

変換した 咳 ・くしゃみ回数から 算出された平均値 

と土 1 標準偏差を上限 値 ，下限 値 として，それぞ 

れ自乗し実数とした 値であ る。 果たしてあ なたの 

SPF 豚 農場は，どの 水準にあ るだろうか。 
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